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校長 井手 英男

最近，様々な国際大会の会場で試合終了後，日本人のゴミ清掃の様子がＳＮＳやテレビ等
で話題にあがることが多くなりました。この行為は，日本人としては当然の行為であっても，
他国の方々からは称賛を浴びる出来事となります。これは，日本人の徳のすばらしさであり，
日本人を育ててきた文化ではないでしょうか。「島国日本」と揶揄されることが多いですが，
島国だから育まれてきた歴史と文化を我々日本人は次の世代に受け継いでいかなければなら
ないと考えます。
さて，これからの日本は，「サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムに

より，経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会」としてＳｏｃｉｅｔｙ５．０
の社会で生き抜く，「流行」を備えた子どもたちを育てないといけません。しかし，このよう
な日本で忘れてはならないのは，「不易」である「大切にしたい祖父母の教え＝日本人の心」
と私はとらえます。
家庭や学校，会社など，普段その中にいるとなかなかよさや問題点に気づかないものの，外か

ら眺めると比較的簡単に見えてくることがあります。外国から見た日本の印象や，外国で活躍す
る日本人の姿などをもとに，日本人が培ってきた「心」について考えていきたいものです。

〇 日本はすばらしい国
外国の方が，日本に旅行にきてスーツケースと財布の入ったバッグを駅のホームに置いた

まま別の電車に乗ってしまい諦めていると，その荷物が盗まれることなく手元に戻ってきた
ことがあり，「日本はすばらしい国」と大いに驚き，絶賛したそうです。今から400年以上前
に，キリスト教を広めるためにやって来たフランシスコ・ザビエルは，日本人について『キ
リスト教徒にしろ異教徒にしろ，日本人ほど盗みを嫌う者に会った覚えはありません』（『ザ
ビエルの見た日本』講談社学術文庫）と手紙に書いています。
“今の日本はどうなのかな”と感じる半面，昔から日本がよく思われてきたことを誇らしく
思います。また，今のこの子どもたちにもこの心情を育んでいきたいですね。

〇 世界から認められた日本
明治10年に東京大学の教師として来日したエドワード・モース（大森貝塚発見者）は，次

のように日本人を讃えています。「自分の国で人道の名において道徳的教訓の重荷になってい
る善徳や品性を，日本人は生まれながらに持っていることがある。衣服の簡素，家庭の整理，
周囲の清潔，自然およびすべての自然物に対する愛，あっさりして魅力に富む芸術，挙動の
礼儀正しさ，他人の感情についての思いやり等，これらは恵まれた階級の人々ばかりでなく，
最も貧しい人々も持っている特質である」(石川欣一訳『日本その日その日（1）』平凡社東洋
文庫)幕末・明治には多くの外国人が日本へやって来ましたが，彼らは「世界一礼儀正しい」，
「本物の平等精神が社会の隅々まで浸透している」などと，日本人の心のあり方や生き方を
認めていたそうです。

〇 他国でその国のために活躍する日本人
“ジャポネース・ガランチード”これはブラジルの人々が日系人に対して，「日本人なら間違いな
い」という意味で用いる言葉です。明治以降，多くの日本人がブラジルに渡っていきましたが，
先人たちはさまざまな困難の中，勤勉，工夫，挑戦，協力し合う心をもって生き抜き，ブラジル
社会に貢献していきました。そうした姿が日系人への信頼を高めていったのです。

〇 「日本人の心」を大切に受け継ぎたい
“世のため，人のため”こうした言葉を父母や祖父母から聞かされてきた人は少なくないは
ずです。それは，私たちが成長する過程での励ましや叱咤であったかもしれませんし，ある
いは，父母や祖父母が自分自身に対して言い聞かせるために口にしていた言葉かもしれませ
ん。こうした言葉が自然に交わされる社会を日本人は築いてきました。正直，勤勉，礼節，
孝行，他者への思いやりなどの「日本人の心」は，決して忘れ去られてよいものではありま
せん。先人が守り続けてきた「日本人の心」を大切に受け継いでいきたいものです。



主な行事予定

【２月】 【３月】
４日(火) 委員会活動 ３日(月) 学期末Ｂ校時(~21日)
５日(水) ◆校納金引落日 ５日(水) 学期末５校時授業(~18日),校納金引落日
６日（木）財部小学校入学説明会 ６日（木） 卒業式合同練習

７日(金) さんぺい号来校 ７日(金) ６年生を送る会,さんぺい号来校
８日(土) 土曜授業の日 11日(火) 卒業式合同練習

11日(火) 【祝】建国記念の日 14日(金) 卒業式予行
13日(木) 授業参観・学級ＰＴＡ・学校保健委員会 17日(月) 校納金引落日

ＰＴＡ拡大理事会 18日(火) 特別支援学級しめくくりの会

17日(月) 校納金引落日 19日(水) 卒業式準備
18日(火) クラブ活動（クラブ見学） 21日(金) いじめアンケート,おそうじチェックの日，さんぺい号来校(返却のみ)

21日(金) さんぺい号来校 24日(月) 卒業式
23日(日) 【祝】天皇誕生日 25日(火) 修了式,大掃除,離任式,ＰＴＡ送別会

夢集会 1月21日(火)

学期１回，高･中･低学年の順番

に校内放送で，「夢」について，

学級の代表児童が発表する活動

を行っています。右は，新聞に

も掲載された2人の作文です。
20年後はどのような職業が

あるのでしょう。夢は変わる

かもしれませんが，夢を考え

ることを大切にしたいですね。

(南日本新聞掲載 1/25,2/3)

花のプレゼント 季節を体感！季節を発見！ 令和7年度新入生入学説明会
2月4日（木） 寒波の雪を喜ぶ子どもたち 2月6日（木）財部小体育館 43名参加

校区内のお世話になっている 冬探しで牛乳パッ 5年生が準備した会場(メッセージ付き座席)

方々へ，委員会活動で育てた花 ク氷に挑戦する子達 で，入学に向けた準備,ＰＴＡの紹介,特認校

(カランコエ)をプレゼントしま 2月5日の雪の日は， 制度の説明などがありました。不思議なもので,

した。シルバー人材センター， 元気いっぱい降雪を 同じ内容を学校で教育していても,学年ごとに雰

社会福祉協議会，しゃら保育園， 喜んでいました。風邪をひかないよう 囲気は変わります。ぜひ,お互いのお子様を知り,

民生員・学校応援団(ミシンボラ に気を付けましょう。 学級ＰＴＡなどで情報交換しながら,一緒に課題

ンティア)の方 春を待つ花たち(新校舎南側) を解決し育てていく学年にしていきましょう。

々へお届けし

たところ，大

変喜んでいた

だきました。

３ 学 期 も 財 部 小 Ｐ Ｔ Ａ 活 動 に 御 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た ！

バザー盛大に開催 1月25日(土) 市ｐ連の集い(県ｐ委嘱公開) 2月1日(土) 愛校作業 2月9日(日)
今回はイートインスペースを設け， 令和６年度市Ｐ連事務局は，財部小ＰＴＡが中心とな ２階の各教室の

食べた後のゴミが出ないよう，ゴミを り，関係者含め７００人近い参加者の会を運営しました。 高所清掃と，ベル

きちんと捨てた子に風船のプレゼント トークショーにお招きした前園真聖さん マーク集計作業を

がありました。子どもたちもたくさん とＫＫＢの下鶴アナウンサーから学校に 行いまし

の買い物をして楽しそうでした。 サインをいただいております。（⇒玄関棚） た。

【活躍】 ※ 御協力いただいたベルマー

オープニング(財部小金管バンド)， クで学校に必要なモノを年度

イベント企画｢世界に挑戦｣(リポータ 内に購入予定です。また，集

ー:永田優舞教諭,紙飛行機優勝:6年 計の残り分は2月13日,美化部

西村颯太郎),3校ＰＴＡ活動発表ファ (高学年)で行う予定です。

シリテーター(井手英男校長),閉会の

挨拶(西村欣也市P連会長),横断幕準

備(書:永田優舞教諭)




